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北 海 道 コ ン ク リ ー ト 診 断 士 会 

第 4 回 通 常 総 会 

 

 

 

 

 

日  時   平成 24 年 2 月 17 日（金）13:30～      

場  所   かでる２．７ （1060 会議室） 

 



北海道コンクリート診断士会 
 

第 4 回通常総会次第 

 

開催日時：平成 24 年 2 月 17 日（金）  

開催場所：かでる２．７  （1060 会議室）  

 

１．開会の辞                          13:30 

２．会長挨拶 

３．議長選出（会則第 10 条（６）により、会長が行う）  

４．議案 

 ・第１号議案  平成 23 年度事業報告  

 ・第２号議案  平成 23 年度収支決算  

 ・第３号議案  平成 24 年度事業計画（案）  

 ・第４号議案  平成 24 年度収支予算（案）  

 ・第５号議案  役員の退任について  

 ・第６号議案  会則（旅費）の改定について  

５．その他、質疑応答 

・日本コンクリート診断士会の活動状況  （事務局）  

６．閉会の辞                          14:20 

 

講演会次第 

 

1.開会の辞                           14:30 

2.特別講演                           14:40 

 演題： 「予防保全型維持管理の実施に向けた調査・診断ならびに 

補修対策の提案事例」 

 講師：日本データーサービス株式会社 設計診断部課長 木村 博史 様 

 

3.閉会の辞                           15:45 
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平成 23 年度 事業報告 

 

１．第 3 回通常総会 

 平成 23年 2月 1日（火）14:00～ 北海道立道民活動センター「かでる２．７」 

 ・総会  ①平成 22年度事業報告 

      ②平成 22年度収支決算 

      ③平成 23年度事業計画（案） 

      ④平成 23年度収支予算（案） 

 ・来賓挨拶  東京コンクリート診断士会会長 小野  定  氏 

 ・会長挨拶  北海道コンクリート診断士会会長 上原 泰正 氏 

  （出席者：正会員 30名、賛助会員（個人）1名、賛助会員（法人）14社、委任状：54） 

 

２．特別講演 

 平成 23年 2月 1日（火）15:00～ 北海道立道民活動センター「かでる２．７」 

 ・演題  コンクリートの凍害劣化について－寒地土木研究所における最近の研究－ 

 ・講師  独立行政法人土木研究所 寒地土木研究所 寒地基礎技術研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

耐寒材料チーム 上席研究員 田口 史雄 氏 

（出席者：正会員 29 名、賛助会員（個人）1名、賛助会員（法人）12 社（12 名）） 

 

３．診断士普及講習会 （担当役員：神田） 

 平成 23年 3月 31日（木）10:00～ 北海道開発協会会議室 

 ・内容  コンクリート診断技術のポイント 

 ・講師  ㈱Ｃ＆Ｒコンサルタント 代表取締役社長 小野 定 氏 

（出席者：正会員 10 名、賛助会員（個人）3名、賛助会員（法人）1社（29 名）） 

 

４．第 1 回コンクリート診断技術研修会 （担当役員：大内） 

 平成 23年 6月 10日（金）13:30～ 北海道開発協会会議室 

 ・内容   ①「東日本大震災におけるコンクリート構造物の被害状況」 

      ②「コンクリート構造物の耐久性に関する最近の話題」 

 ・発表者  ①日本データーサービス㈱ 大内 義仁 氏 

       ②北海道大学大学院教授  杉山 隆文 氏 

（出席者：正会員 44 名、賛助会員（個人）3名、賛助会員（法人）13 社（26 名）） 

 

５．第 2 回コンクリート診断技術研修会（担当役員：田畑、大内） 

 平成 23年７月 30日（土） 9:00～ 北海道職業能力開発大学校 

 ・内容  鉄筋コンクリートの診断・非破壊試験実習 

        「圧縮強度、動弾性係数の推定、鉄筋探査、ひび割れの測定、中性化」 

第 1 号議案 
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 ・講師  北海道職業能力開発大学校元教授 田畑 雅幸 氏 

      日 本 デ ー タ ー サ ー ビ ス ㈱ 大内 義仁 氏 

（出席者：正会員 26 名、賛助会員（個人）2名、賛助会員（法人）6社（6名）） 

 

６．現場研修会（札幌・京極）（担当役員：大塩、種綿） 

 平成 23年 10 月 18 日（火）9:00～ 

 ・内容   ①札幌市水道記念館・藻岩浄水場 

       ②京極水力発電所 

 ・説明者  ①札幌市水道記念館 アテンダント：鈴木 智保、野副 明美 氏 

       ②京極水力発電所 北海道電力㈱京極発電所土木第二課副長 角谷 英一郎 氏 

（出席者：正会員 15 名、賛助会員（法人）1社（1名）） 

 

７．第３回コンクリート診断技術研修会（担当役員：奈良、大内） 

 平成 23年 11 月 25 日（金）13:15～ 札幌コンベンションセンター 

 ・内容   ①診断・補修事例「橋梁の補修ならびに簡易的診断事例」 

       ②診断・補修事例「変状調査と補修事例」 

       ③診断事例「サーモグラフィ法（赤外線）による調査診断」 

 ・発表者  ①加藤建設㈱ 加藤 茂樹 氏 

       ②道東セメント販売㈱ 梶山 和徳 氏 

③日本データーサービス㈱ 糸賀 大介 氏 

（出席者：正会員 26 名、賛助会員（個人）1名、賛助会員（法人）6社（15 名）） 

 

８．役員会 

(1)第 1 回役員会（出席者：役員 10名） 

   平成 23年 5月 13 日（金）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①役員人事について 

        ②当会ＨＰの更新について 

        ③事業計画(案)について 

        ④その他 

(2)第 2 回役員会（出席者：役員 7 名） 

   平成 24年 1月 20 日（金）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①平成 23 年度事業実績について 

        ②総会前アンケートについて 

        ③総会・平成 24年度事業計画(案)について 

        ④その他について 
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９．技術部会 

 (1)第 1 回技術部会（出席者：メンバー10名） 

 

   平成 23年 7月 6日（水）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①メンバー紹介、主査、副査（2 名）選出 

        ②技術部会の活動目的、活動スケジュールについて 

        ③国、北海道における積算基準の調査・診断、補修・補強の設計、工事に関す

る現状把握（積算基準調査）について 

        ④その他 

 (2)第 2 回技術部会（出席者：メンバー7 名） 

   平成 23年 9月 9日（金）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①積算基準の現状について 

        ②次回までの事前作業について 

        ③全国の診断士会へのアンケート調査について 

        ④その他 

 

10．広報活動 

 (1)入会促進活動 

   平成 23年 10月 26 日（水）13:00～ コンクリート診断士更新講習会 北海道建設会館 

   ・内容  ①入会案内の配布 

 (2)講師派遣 

   平成 24年  1 月 30 日（月）10:00～ 留萌建設協会オープンセミナー 留萌建設会館 

   ・内容  ①「コンクリート構造物の劣化・変状と発生メカニズム」 

②「コンクリート構造物の調査・診断技術」 

 

●平成 23年度 事業計画、総括 

事業名（計画） 実施 未実施 

 第 3 回通常総会 ○ － 

 特別講演会 ○ － 

 コンクリート診断士普及講習会 ○ － 

第１回コンクリート診断技術研修会 
（東日本大震災、コンクリートの耐久性 

○ － 

 第２回コンクリート診断技術研修会 
（鉄筋コンクリートの診断・非破壊試験実習） 

○ － 

第３回コンクリート診断技術研修会 
（コンクリート診断・補修事例） 

○ － 

 現場研修会 ○ － 
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○アンケート調査回答内容一覧
2011.12.27　ＨＣＤ事務局

質問４ 質問５

国 県 市町村 国 県 市町村 有 無

無 無 － 無 無 － ○

無 無 無 － － 無 ○

無 無 無 無 無 無 ○

無 無 無 無 無 無 ○

－ 有 － － － － ○

・見積りでは技師Ａを採
用
・根拠は、技術士が主
任技術者と明記されて
いるので、それ以下の
基準単価とした

－

－

－
・35,000円／日で見積り

・県、市からひび割れ、劣化の調査
依頼が3～4件／年ある
・県、市から100名ほどの参加で、診
断士会主催の研修会を年1回
・県職員研修会に講師派遣を2～3
回／年

・4万円程度
（技師A相当の直接人件費）
・経費率は調査業務相当

・現地見学会

・１日当り：技師Ａ＋諸経費（120%）
＋技術経費（30%）≒111,1000円
・診断報酬例：砂すじ、豆板などの
初期欠陥のレポート2枚程度
（30,000円）～各種診断・補修方法
など（200,000円）

・コンクリート技術研修会（CPDS認
定講習）、受講対象者は、建設関
係、コンサルタント、発注官庁

・診断士会としては設定していない ・事例なし

・診断士会としては、一応、調査の
標準単価を定めている
・一連の報告書提出までの金額と
し、状況に応じて値引きしている
（別添の単価表を参照）

・現時点ではなし
・先般、JCI東北支部主催の勉強会
では、県と連携して講師ならびに職
員の参加をお願いした。

－

・通常は見積りが主体
・対象構造物は、橋梁の床板・橋脚

－

・国の場合、北海道と同様
・他に「建設仮設工事の積算」を採
用しているよう
・それ以外は歩掛調査
・特に、小規模な断面修復、クラック
処理、橋面防水と舗装などは、施工
単価と積算金額に開き有り

・北海道と同様

－

・国、県とも義務付けはされていない
・ただ、ひび割れの調査報告につい
ては診断士が求められている

・県では、橋梁補修工事の特記仕様
書において打音点検に診断士を義
務付けた例がある

京滋

高知県

新潟県

－

・公募段階での配置案件は無し
・上下水関係では有り
・クラック等の発生時、国交省、県で
は工学博士、技術士、診断士の調
査報告書が求められる

・国、県の仕様書に「ひび割れ調査
の評価に関する留意事項」として、
診断士に相談することも留意すると
なっている

青森県

静岡

公募要件でコンクリート診断士の
配置が義務付けられた事例は

発注機関に補修・補強工に関す
る積算基準書の有無

コンクリート診断士の
労務基準単価の有
無

診断業務における診断士の1日
当りの報酬は

貴会の活動で、発注機関と協
力・連携している事例は

診断士会

質問１ 質問２ 質問３

1

-
9
-



質問４ 質問５

国 県 市町村 国 県 市町村 有 無

公募要件でコンクリート診断士の
配置が義務付けられた事例は

発注機関に補修・補強工に関す
る積算基準書の有無

コンクリート診断士の
労務基準単価の有
無

診断業務における診断士の1日
当りの報酬は

貴会の活動で、発注機関と協
力・連携している事例は

診断士会

質問１ 質問２ 質問３

無 無 無 無 無 無 ○

無 無 無 無 有 無 ○

－ － － － － － ○

無 無 無 無 有 無 ○

無 無 無 無 有 無 ○

・キャリア、他資格（例
えば技術士）の保有関
係で異なる

－

・一般管理費が必要と
考える
・単価より歩掛

－

・35,000円／日程度 ・事例なし

・32,000～70,000円／日の範囲 ・事例なし

－

・橋梁長寿命化修繕計画策定委員
会（県）への委員派遣
・県職員向けの研修会開催
・県では、地元自治体との協力・連
携が協力に推進されている

・100,000円／件：現地調査、必要資
料は依頼者が実施する、現地踏
査、報告書作成、内容説明で正味2
～3日
・企業としての正式委託の場合
200,000円／件程度必要

・事例なし

・診断士としての報酬単価はない
が、調査・報告書を含めた1件当た
りの単価を決めている
・現地が半日相当の業務：100,000
円程度
・現地が1日相当の業務 ：180,000
円程度

・過去に県への研修会（無償）を3回
程度実施

・(社)日本建設機械化協会の「橋梁
架設工事の積算」がある

・県が積算基準書の作成を進行中

・国の工事において同様の事例有り
・東京都の公募において診断士の配
置を義務付けている事例有り

・管理技術者以外の資格要件化は
多数有る
・別添資料参照
・県内市町も県にならう形で資格要
件化を進めている

・北海道と同様

・県において、橋梁補修詳細設計、
橋梁補修詳細調査に単価表有り
（取扱注意）

・北海道と同様

・国、県の工事においてクラックが発
生した場合、他社の診断士による診
断、報告書を求められることがある

・県の診断業務において、診断士の
配置を要件とされた事例有り

・公募での配置案件は無し
・クラック等の問題が発生した場合、
診断士のコメントが求められる

・明確には設定してい
ない

福井県

大分県

鳥取県

東海

東京

2

-
1
0
-



 

 

会則 

本会は、社団法人日本コンクリート工学協会のコンクリート診断士制度の趣旨に基づきコンクリート診断技

術の向上、コンクリート診断士の品位の保持により、 偏らない公正なコンクリート診断士を目指すことで社会

に貢献し、このことにより社会の信頼を得て、社会的地位の向上を図ることを目的とします。 

（会則第1章第3条より） 

 

会員の資格 

1．正会員は、北海道内に居住し、または勤務するコンクリート診断士  

2．賛助会員は、この会の目的に賛同する個人または法人  

3．なお、道内におけるコンクリート診断士の把握の為、会員にならない場合の登録制度があります 

 

会員特典 

会員には、その種類に応じて下記の特典があります 

 

特 典 項 目 正会員 
賛助会員 

(個人) 

賛助会員 

(法人) 
名簿登録者

コンクリートの診断技術に関連する 

情報提供 
○ ○ ○ － 

コンクリートの診断技術に関連する 

各種研修会参加 

（技術研修会、現場見学会、分科会など）

○ ○ ○ － 

コンクリート診断士制度の普及活動参加 

（コンクリート診断士の資格取得の推進など）
○ ○ ○ － 

コンクリート診断士の 

品位保持に関する活動参加 
○ ○ ○ － 

日本コンクリート診断士会会員資格の保持 ○ ○ － － 

北海道コンクリート診断士会 

会員相互の交流 
○ ○ ○ － 

全国のコンクリート診断士会 

会員相互の交流 
○ ○ ○ － 

その他関連団体との相互交流 ○ ○ ○ － 

 

北海道コンクリート診断士会 入会案内 

北海道コンクリート診断士会 事務局 

〒065-0016 

北海道札幌市東区北16条東19丁目1-14 

日本データサービス株式会社  

設計診断部 内  

TEL 011-780-1116 

FAX 011-780-1126 

E-Mail secretariat@hcd-net.jp 

URL http://www.hcd-net.jp/ 
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正会員 
「北海道コンクリート診断士会」申込書 

※赤字はホームページ掲載項目となります。（掲載拒否は事務局へ連絡して下さい） 

・申込先（事務局） 
 担  当  者：大内 義仁（事務局長）      電 話 番 号： 011-780-1116 

 Ｅ－ｍａｉｌ：secretariat@hcd-net.jp    ＦＡＸ番号： 011-780-1126 

 ＵＲＬ   ：www.hcd-net.jp 

・会費振込口座 
  北海道銀行 釧路支店（普）０５１１４０１ 

  北海道コンクリート診断士会（ホッカイドウコンクリートシンダンシカイ） 

  （振込手数料につきましては会員様のご負担でお願いいたします。） 

※本申込書に記載された個人情報については当会の運営、及び目的以外には一切使用致しません。 

※連絡方法については、基本的にメールにて行います。 

コンクリート診断士 登録番号  

氏 名  （ ふ り が な ）  

生 年 月 日  

住 所  

携 帯 番 号  

自 宅 電 話 番 号  自宅ＦＡＸ番号  

勤 務 先 名  

勤 務 先 住 所  

勤 務 電 話 番 号  勤務ＦＡＸ番号  

Ｅ - m a i l  

専 門 分 野 

※別紙分類参照 
   

資 格 

※差し支えなければ 

   

   

   

   

名 簿 掲 載 掲載可 ・ 掲載不可 
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「「  現現場場技技術術者者能能力力向向上上セセミミナナーー  」」＜ＣＰＤＳ認定講座＞  
 

 開 催 の ご 案 内  
 
 建設投資の縮減等による厳しい時代が続く中、建設現場における現場革新および現場総合力の向上は

必要不可欠です。また、コンクリート構造物の診断技術の向上や維持管理に向けた専門技術の向上も重

要であると確信しています。 

 その中で今回は建設現場で中心的な役割を担っている現場技術者および関係者、建設業関連に携わっ

ている方を対象としました「現場技術者能力向上セミナー」を企画しました。ぜひご参加、ご活用して

頂きますよう、よろしくお願いいたします。 

  なお、本セミナーはＣＰＤＳ対象セミナーとして、（社）全国土木施工管理技士会から認定をいただ

いております。                       ＜留萌建設協会 会長 堀口 亘＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ○ 申込方法 
   参加希望者は、平成24年1月25日（水）までに、参加申込書にご記入し、ＦＡＸにてお申込くだ
さい 
 

  ○ 申込先 
   株式会社クラーク総研 ＦＡＸ 011-518-1188 
 

  ○ 問い合わせ先 
      株式会社クラーク総研（鈴木） TEL 011-518-1121 

１ 開催日時：平成 24 年 1 月 30 日（月）10：00～16：00 

２ 開催場所：留萌建設協会（留萌市寿町 2 丁目） 

３ 参加対象者 

       ◇ 現場技術者および現場施工に携わっている方 

     ◇ その他、建設業関連に携わっている方 

４ 受講料：無 料 （CPDS：４～５ユニット予定） 
      ※受講終了後に「ＣＰＤＳ受講証明書」をお渡しいたします 

５ 講座の内容および講師 
 

   （１）「コンクリート構造物の劣化・変状と発生メカニズム」 

      講師：北海道コンクリート診断士会 木村 博史 氏 
 

   （２）「コンクリート構造物の調査・診断技術」 

      講師：北海道コンクリート診断士会 大内 義仁 氏 
 

   （３）「これからの現場技術者に求められるもの 

～現場技術者のリーダーシップの発揮とコミュニケーション手法～ 」 

      講師：株式会社クラーク総研 代表取締役 前田 正秀 
 

   （４）「これからの現場技術者に求められるもの 

～現場技術者の組織運営と部下育成手法～」 

      講師：株式会社クラーク総研 代表取締役 前田 正秀 

＜ 1/30 現場技術者能力向上セミナー 参加申込書 ＞ 

会 社 名：                電話番号：                
 
氏 名：                氏  名：                
                      
氏   名：                氏  名：                

平成 23 年度 留萌建設協会オープンセミナー
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●研修会内容への要望
正会員 賛助・個人 賛助・法人 1 設計において照査時に考慮する事項

回答率：47/132＝36% 35 3 9 2 診断機器
3 技術者倫理、コンプライアンス等

§１．研修会について 4 補修材関係
1 事例報告の可否 5 新しく要領化される試験に関する情報・研修

6 コンクリート診断技術の動向
①6月 4 7 積雪寒冷地における補修・補強技術の課題
②8月 1 ・留意点
③11月 2 8 補修工法・材料の解説

2 事例報告の内容 9 ＣＰＤに登録
①診断事例 4 10 最新の研究動向（ＪＣＩ大会の内容）
②補修事例 3 11 札幌以外での開催を
③その他 1 12 コンクリート関係の最新技術

3 研修会内容への要望 13 普及講習会の4月開催（年度末工事が多数）
11 3 14 コンクリート診断士の養成

15 最新の補修工法、計画、調査機器

4 研修会資料の配布 ●現場研修会への希望
①後日 14 3 1 長期間に渡るモニタリング
②希望者 20 3 6 2 歴史建造物と補修現場を交互に
③必要無し 3 開催時期は、3～6、8、9～10月

5 懇親会の開催 4 土木遺産のコンクリート構造物
賛同する 20 1 5 5 北海道新幹線関係

6 補修・補強の施工
§２．現場研修について 7 補修・補強に関係する研究機関

1 開催への希望 15 1 2 8 道央～道北（旭川）
9 補修済の経過確認（漏水、凍害対策）

2 見学可能施設 1 10 札幌周辺、上川管内の橋梁
11 ＪＣＩ北海道支部発行「北海道における

コンクリートの歴史」を参照
§３．検査機器の実習 12 研修後の懇親会の開催

参加希望 13 2 3 13 コンクリート構造物の非破壊検査
14 泊原子力発電所3号機

§４．広報部会 15 ダム、砂防堰堤
参加可能 4 16 海岸線地域での断面修復・電気防食

§５．その他 ●当会への意見・希望
当会への意見・要望 7 1 1 懇親会は毎年、または今年度のみ

2 他地区診断士会への講師依頼
3 研修会参加者名簿の配布
4 簡易調査に特化

（道具・機器、スペック、価格等）
5 情報交換の場として懇親会を希望
6 寒地土木研究所研究結果の解説
7 コンクリート診断士の社会的認知度と役割の

向上を推進
8 ＪＣＩ北海道支部との連携

質問事項

平成24年度事業計画アンケート調査結果
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１．収入の部

項　　　　目 予算額 決算額 比較 記　　事

　会費 円 円 円

個人   5,000円/人 395,000 493,000 98,000 正 84人、賛助 13人,他4人

法人  30,000円/社 750,000 780,000 30,000 法人会員 26社

　前年度繰越金 704,662 704,662 0

　預金利息 184 199 15 銀行利息（２月、８月）

　検査機器の試験実習会費 60,000 78,000 18,000 3,000円×26人

　現場研修会費 46,000 28,000 △ 18,000 2,000円×14人

収入の部合計 1,955,846 2,083,861 128,015

２．支出の部

項　　　　目 予算額 決算額 比較 記　　事

円 円 円

　１）第１回技術研修会（6月10日） 94,000 95,688 △ 1,688

会場費 24,000 24,000 0 北海道開発協会

講師料 60,000 65,000 △ 5,000

雑費 10,000 6,688 3,312

　２）第２回技術研修会（7月30日） 94,000 103,800 △ 9,800

会場費 24,000 43,800 △ 19,800 北海道職業能力開発大学校

講師料 60,000 60,000 0

雑費 10,000 0 10,000

　３）第３回技術研修会（11月25日） 94,000 81,440 12,560

会場費 24,000 14,900 9,100 札幌コンベンションセンター

講師料 60,000 60,000 0

雑費 10,000 6,540 3,460

　４）診断士普及講習会（3月31日） 260,000 237,860 22,140

会場費 40,000 40,000 0 北海道開発協会

講師料 120,000 120,000 0

旅費（講師） 70,000 70,000 0

雑費 30,000 7,860 22,140

　５）講演会（2月1日） 36,900 26,080 10,820

会場費 10,820 10,820 総会会場費に含み

講師料 11,000 11,000 0

旅費(講師) 5,000 5,000 0

雑費 10,080 10,080 0

　６）現場研修会（10月18日） 66,000 71,880 △ 5,880 札幌、京極

謝礼 20,000 0 20,000

バス代 46,000 52,500 △ 6,500

雑費 0 19,380 △ 19,380

　７）総会費（2月1日） 60,820 66,300 △ 5,480

会場費 10,820 16,300 △ 5,480 道民活動振興センター（かでる２・７）

旅費（来賓） 50,000 50,000 0

　８）前年度役員会（12月22日） 0 5,340 △ 5,340

会場費 5,340 △ 5,340 道民活動振興センター（かでる２・７）

　９）事務費 100,000 37,450 62,550

10）日本コンクリート診断士会負担金 39,500 79,500 △ 40,000

11）その他予備費 1,110,626 0 1,110,626

支出の部合計 1,955,846 805,338 1,150,508

  平成23年　北海道コンクリート診断士会　決算書

収入2,083,861円-支出805,338円=次年度繰越金1,278,523円

第2号議案
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平成２４年度 事業計画（案） 

 

１．研修会（会則４条（１） コンクリート診断技術の向上のための活動） 

 ◇調査・試験機器の使用実習 

◇企業の診断・補修工事の実施報告会 

 ◇会員の診断・補修工事の実施報告会 

 ◇補修・補強材料、工法関連の協会との情報交換 

 ◇技術部会による診断・補修工事における積算・歩掛についての検討 

 ◇業界への広報活動の推進 

 

２．現場研修会（会則４条（１） コンクリート診断技術の向上のための活動） 

 ◇補修工事現場、又は土木遺産、大規模プロジェクトの見学 

 

３．講演会（会則４条（２） コンクリート診断士の品位保持に関する活動） 

 

４．講習会（会則４条（３） コンクリート診断士制度の普及） 

 

 

事業計画工程表（過年度実施・今年度（案）） 

 1 月 2 月 3 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 

Ｈ21 年度 
30 日 

③（総会）

21 日 

④ 
 

30 日 

① 

 
26 日 

試験 

27 日 

① 

25 日 

② 
 

26 日 

① 

Ｈ22年度 
25 日 

③（総会）
 

27 日 

④ 

28 日 

① 

 25 日 

試験 

31 日① 

 
17 日 

② 
 

29 日 

① 

Ｈ23年度  

1 日 

③（総会）

 

31 日 

④ 

 

 

10 日 

① 

24 日 

試験 

30 日① 

  
18 日 

② 

25 日 

① 

Ｈ24年度 

 
17 日 

③（総会）

下旬 

④ 
 

上旬 

① 

22 日 

試験 

上旬 

① 
 

上旬 

② 

下旬 

① 

 

第 3 号議案 
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１．収入の部

項　　　　目 本年度予算 前年度決算 比較 記　　事

　会費 円 円 円

個人   5,000円/人、2,000円/人 518,000 493,000 25,000 正 88人、賛助 14人、他4人

法人  30,000円/社 780,000 780,000 0 法人会員 26社

　前年度繰越金 1,278,523 704,662 573,861

　預金利息 199 199 0 銀行利息（２月、８月）

　検査機器の試験実習会費 78,000 78,000 0 3,000円×26人

　現場研修会費 28,000 28,000 0 2,000円×14人

  補助金（北海道） 367,500 0 367,500 建設業経営改革総合支援事業

収入の部合計 3,050,222 2,083,861 966,361

２．支出の部

項　　　　目 本年度予算 前年度決算 比較 記　　事

円 円 円

　１）第１回技術研修会（6月上旬） 94,000 95,688 △ 1,688

会場費 24,000 24,000 0 北海道開発協会

講師料 60,000 65,000 △ 5,000

雑費 10,000 6,688 3,312 資料作成、お茶

　２）第２回技術研修会（7月下旬） 170,000 103,800 66,200

会場費 50,000 43,800 6,200 北海道職業能力開発大学校

講師料 110,000 60,000 50,000

雑費 10,000 0 10,000 資料作成、お茶

　３）第３回技術研修会（11月下旬） 94,000 81,440 12,560

会場費 24,000 14,900 9,100 北海道開発協会

講師料 60,000 60,000 0

雑費 10,000 6,540 3,460 資料作成、お茶

　４）診断士普及講習会（3月27日） 260,000 237,860 22,140

会場費 40,000 40,000 0 北海道開発協会

講師料 120,000 120,000 0

旅費（講師） 70,000 70,000 0

雑費 30,000 7,860 22,140 資料作成、お茶

　５）講演会（2月17日） 36,080 26,080 10,000 道民活動振興センター（かでる２・７）

会場費 10,000 0 10,000

講師料 11,000 11,000 0

旅費(講師) 5,000 5,000 0

雑費 10,080 10,080 0 資料作成、お茶

　６）現場研修会（10月上旬） 95,000 71,880 23,120

謝礼 20,000 0 20,000

バス代 55,000 52,500 2,500

雑費 20,000 19,380 620

　７）総会費（2月17日） 60,000 66,300 △ 6,300

会場費 10,000 16,300 △ 6,300 道民活動振興センター（かでる２・７）

旅費（来賓） 50,000 50,000 0

　８）前年度役員会（12月22日） 0 5,340 △ 5,340

会場費 0 5,340 △ 5,340 道民活動振興センター（かでる２・７）

　９）前年度研修会費 73,553 0 73,553

印刷費 73,553 0 73,553

10）前年度ＨＰ更新費 250,000 0 250,000

更新ならびに運営費 250,000 0 250,000

11）事務費 200,000 37,450 162,550

12）日本コンクリート診断士会負担金 51,000 79,500 △ 28,500

13）その他予備費 1,666,589 0 1,666,589
支出の部合計 3,050,222 805,338 2,000,224

平成２４年　北海道コンクリート診断士会　予算書（案）

第４号議案
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：変更

役　　　職 平成23年度 平成24年度～平成25年度（案）

会 長
上　原　泰　正

（北日本港湾コンサルタント㈱）
上　原　泰　正

（北日本港湾コンサルタント㈱）

副 会 長
平　山　正　幸

（大北土建工業㈱）
平　山　正　幸

（大北土建工業㈱）

幹 事
田　畑　雅　幸

（北海道職業能力開発大学校）
田　畑　雅　幸

（北海道職業能力開発大学校）

幹 事
大　塩　進　一

（新太平洋建設㈱）
大　塩　進　一

（新太平洋建設㈱）

幹 事
神　田　貴　尚
（㈱山田組）

神　田　貴　尚
（㈱山田組）

幹 事
得　地　幹　男
（㈱濱谷建設）

得　地　幹　男
（㈱濱谷建設）

幹 事
奥　　　義　男

（三ツ輪ベンタス㈱根室工場）
退任

幹 事
種　綿　順　一

（大成ロテック㈱）
種　綿　順　一

（大成ロテック㈱）

幹 事
奈　良　義　明

（ＨＲＳ㈱）
奈　良　義　明

（ＨＲＳ㈱）

監 査 役
中　村　信　之

（（財）港湾空港建設技術
サービスセンター　北海道支部）

中　村　信　之
（（財）港湾空港建設技術

サービスセンター　北海道支部）

監 査 役
秋　山　　護
（㈱ホッコン）

秋　山　　護
（㈱ホッコン）

事 務 局 長
大　内　義　仁

（日本データーサービス㈱）
大　内　義　仁

（日本データーサービス㈱）

役　員　名　簿　（案）

備考

第5号議案
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 1

会則変更（案） 

 

第７章 旅費規程 

 （旅費規程） 

第２２条 この規程は、会長の命により北海道コンクリート診断士会の用務に関わる旅行

をする役員等の旅費について、必要な事項を定めるものとする。 

   ２ この会の用務のため、勤務場所または居所を離れた旅行する場合には、当該者

に対し旅費を支給する。 

   ３ 旅費は、もっとも経済的な通常の経路および方法により支給する。 

 （旅費の種類） 

第２３条 旅費の種類は、鉄道賃、航空賃、日当、宿泊料および車賃とする。 

   ２ 鉄道賃は、旅客運賃の実費を支給する。 

   ３ 航空賃は、航空運賃の実費を支給する。 

   ４ 日当は、日数に応じて１日当りの定額（2,000 円）を支給する。 

   ５ 宿泊料は、実費（ただし 10,500 円を上限）を支給する。 

   ６ 車賃は、原則、支給しない。ただし、会長が認めて自家用車等で旅行した場合

１キロメートル当り 20 円を支給する。 

   ７ タクシー料金は、緊急を要する場合、僻地または深夜・早朝等、公共交通機関

が利用できな場合など以外は、支給しない。 

 

第８章 その他 

 （会則） 

第２４条 この会則の執行にあたり、必要な規定、及び事項は、役員会の決議により別に

定める。 

   ２ この会則は会員、又は役員からの要請により、役員会において出席した役員の

３分の２以上の同意、又は３分の１以上の会員の要請をもって発議し、総会にお

いて出席した会員の３分の２以上の議決がなければ変更することができない。 

   ３ この会則は、平成２１年１月３０日発効する。 

 （会の運営） 

第２３条 本会は原則としてインターネットで運営するものとする。 

 

 

 附則 

１ 本会の会則を一部を改正し、平成２３年２月１日から施行する。 

１ 本会の会則を一部を改正し、平成２4 年２月１７日から施行する。 

第 6 号議案 
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